
（様式２－２）

※４

※４ 学校関係者評価として、Ａ（十分に達成できている）、Ｂ（概ね達成できている）、Ｃ（あまり達成できていない）、Ｄ（全く達成できていない）で評価する。
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令和７年度　学校評価（学校関係者評価）報告書

雲仙市立千々石中学校
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『求めて学び、鍛え、高め合う生徒の育成』

自己評価

達成度
意見・助言等成　果　又は　課　題
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度

番
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評価項目（努力事項）

★ ①

学習規律の徹底

○

★ ②

特別支援教育の視点を取り入れた授業
づくり ○

★ ③

「めあて」と「まとめ」が届く授業づくり

【①について】
・自主性を助長する取組がなされており、特に自治委員等の活用に
ついては、その目的を達成させる大きい部分と思料します。
【②③④について】
・学校評価で見ると、わかる教科＝楽しい教科ではないのですね。
【⑤について】
・「家庭学習ワンポイントアドバイス」や「千中メディア宣言」を生徒た
ちが自分たちで考えるよう取り組まれていることはとてもすばらしい
と思います。子ども達が自分で作って動くことをしているので、、良い
方向性だと思います。
・「メディア宣言」を生徒と一緒に考え、表現するのはいいことだと思
いました。自分たちのこととして考え、行動できそうですね。
・家庭学習と進路の項目はつながっているようですね。目標がしっ
かりできると、学習にも意欲が出るようですね。
・「家庭学習が十分でない」との評価について、スマホ使用との関係
はないものか、調査研究されてみるのもよいのでは。その中で見ら
れる課題について学校で取り組まれてはどうか。
【その他】
・学校教育活動において、学力向上だけでなく、子供たちの心の成
長や安心できる環境づくりも大切にしていただいてることに感謝して
います。多様な子供たちがそれぞれのペースで学び続けられる環
境づくりを今後も大切にしていただければと思います。
・千中one teamは、生徒たちが考えたものとして大変よい資料。今
後、学校改善、生徒の向上に役立つと思います。

○

★ ④

ねらいに即した「書く活動」を取り入れた
授業づくり ○

★ ⑤

家庭学習の習慣化に向けた授業づくり

△

0

0

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

★ ①

いじめを許さない土壌づくりと早期発見・
早期対応（見逃しゼロ） ○

③

保護者・地域・関係機関との緊密な連携

○

★ ②

子どもの心に寄り添う生徒理解と教育
相談の充実 ○

★

【①②について】
・男女間で仲が良いと常に感じています。一緒に活動している様子
も時々見かけます。この雰囲気が継続されることを期待します。
・男女の仲が良く、素直で明るいことはすばらしいと思います。
・他町ではいじめがあったと聞いてますが、千々石は大丈夫みたい
ですね。
・いじめ防止、いじめ見逃しゼロに努めてあり、未解決がゼロという
結果はすばらしいと思います。
・いじめ対策を確実に行ってもらい、嬉しく思います。
・いじめ防止に良い成果をあげられているので、これからも続けてほ
しいと思います。
・いじめについての学校評価で生徒97％ということは、3％は不満が
あるということになる。100％に近づくよう今後も取り組んでいただき
たい。
・学校の中で、自分の居場所をしっかり作ることができるように、誰
かに頼ることができるようになるといいですね。
【③について】
・あいさつ運動でよくあいさつしています。地域でのあいさつもよく
行っています。町内の人が、もっとあいさつ運動をしてもらったらい
いのではと思う。
【⑤について】
・先生方がとても丁寧に子供だけではなく、保護者にも向き合ってく
ださり、とても感謝しています。今後も子供たちが安心して学校生活
を送れる環境づくりをよろしくお願いします。

①毎学期の教育相談を計画通り実施し、生徒
一人一人の悩み等に寄り添うことができた。
＊「信頼される学校づくり」についての学校評価
96％、保護者94％
②③④迅速な情報共有を心がけ、いじめの早
期発見、早期対応に努めた。１，２学期のいじ
め件数6件で、未解決、見逃しゼロであった。
＊「いじめ」についての学校評価では、生徒
97％、保護者99％であった。
・運営委員会及び特別支援委員会にて、配慮
を要する生徒、保護者との連携や相談活動に
努めた。
・特別支援委員会を隔週１回実施し、要支援生
徒に関する理解と支援方法について全職員で
共有・実践することができた。
⑤毎日の個人日記を複数人で確認するととも
に、小さな違和感があれば、管理職等に相談
の上、保護者と連携を図った。

★ ④

特別支援教育の視点を生かした生徒支
援 ○

★ ⑤

【①②について】
・常に全力で対応いただいてることに感謝します。
・定時退校及び有休取得が向上されたことは有意義なことと思いま
す。
・校務分掌の明確化、働きやすい職場づくりの学校評価が100％に
なっているので、すばらしいと思います。
・先生方の仕事が改善されていて、いい状態になったと思います。
【④について】
・夜の集まりを減らす取組をされているので、忙しい保護者の方は
助かるでしょう。
【⑤について】
・働き方改革は大切ですね。先生方が健康で意欲的に働けること
が、子どもたちとの関係がよくなり、学校全体が明るくよくなっていく
と思います。体も心も健康。
【その他】
・働き方改革は大切なので、年休取得を進めてください。
・いつも子供たちのことを考え、大切にしていただきありがとうござい
ます。
・先生方が多忙な中でも子供たちだけでなく保護者にも丁寧に関
わってくださっていることに感謝しています。働き方改革が進むこと
で、先生方が心のゆとりを持ちながら、今後もこのような関わりを大
切にしていただける環境づくりを期待しています。
・学校週5日制が導入された時の原点に戻った教育がいつの間にか
教員を多忙化し、保護者の勝手な発言を許したのではないかと思い
残念。それぞれの役割をもう一度考え直し、頑張ってほしいと思う。

①②
・定時退校日の設定は、守られている。
・超過勤務者は減少している。（ゼロの月あり）
＊「校務分掌の明確化」についての学校評価：
職員69%→100％
＊「働きやすい職場づくり」についての学校評
価：職員85％→100％
③C4thの活用については、掲示板の活用や予
定表の入力も良好である。
④学期末の各分掌の反省等で出た行事見直し
の意見について、職員会議や運営委員会にて
検討することができた。PTAの代議員会を授業
参観・学年PTA後に開催するなど、見直しがで
きた。
⑤健康診断は全員終了。職員の5日以上の年
休取得は達成できた。特に、長期休業中に積
極的に取得する職員が増えた。
＊一人平均13日（4月～12月）
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C4th・ＩＣＴ機器を有効活用した業務改善

○

組織的な不登校予防の取組

○

働
き
方
改
革
の
推
進

★ ①

業務分担のあたりまえを見直すための
意識改革 ○

③

★ ②

支え合い、温かみのある教職員集団づ
くり（一人でさせない、一人で抱え込ませ
ない）

○

★

学校・ＰＴＡ等における行事や組織の一
体的な見直し ○

0

★ ⑤

心身の健康管理、健康の保持増進

○法令、学習指導要領の趣旨、長崎県及び雲仙市の教育方針に則り、
本校生徒の実態・実情及び教育の今日的課題、保護者・地域・社会の要
請を踏まえて、一人一人にしっかりと向き合い、社会の変化に主体的に
対応できる知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな「生きる力」を身に付
けた生徒を育成する。
○家庭・地域社会と連携し、学校が担う教育的役割を十分果たし、全職
員が一致協力して教育目標の具現化に努めるとともに、千々石中学校の
教育振興を図る。
１学力定着と学力向上対策
　⑴学習規律の徹底
　⑵特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり
　⑶「めあて」と「まとめ」が届く授業づくり
　⑷ねらいに即した「書く活動」を取り入れた授業づくり
　⑸家庭学習の習慣化に向けた授業づくり
２安全・安心な学校づくり
　⑴いじめを許さない土壌づくりと早期発見・早期対応（見逃しゼロ）
　⑵子どもの心に寄り添う生徒理解と教育相談の充実
　⑶保護者・地域・関係機関との緊密な連携
　⑷特別支援教育の視点を生かした生徒支援
　⑸組織的な不登校予防の取組
３働きやすい職場づくり
　⑴業務分担のあたりまえを見直すための意識改革
　⑵支え合い、温かみのある教職員集団づくり（一人でさせない、一人で抱え込ませない）
　⑶C4th・ＩＣＴ機器を有効活用した業務改善
　⑷学校・ＰＴＡ等における行事や組織の一体的な見直し
　⑸心身の健康管理、健康の保持増進

評価 評価

学校関係者評価

A

B

A

B

①生徒会専門部の活動の定着もあり、１分前
には皆席について黙想を始めるなど、静かに
授業を始める態度の習慣が身についている。
＊「時間を守る」についての学校評価：生徒は
97％、職員100％

②③④
・研究授業を３回以上実施した。今年度から市
の活性化プロジェクトが始まり、研究授業に校
外からも参加者があり、貴重な意見も聞け、研
修が深まった。
＊「わかりやすい授業」についての学校評価：
生徒96％、保護者85％

⑤家庭学習の意識づけにつながる「家庭学習
ワンポイントアドバイス」や「千中メディア宣言」
の発行。（R7.7）
＊「家庭学習の習慣化」についての学校評価：
生徒86％、保護者72％

A

○男女の仲もよく、全体的に素直で明るい生徒たちである。係活動など、
任された仕事は責任を持って取り組むことができる。
○生徒会活動も活発で、朝のあいさつ運動やごみ拾い登校を積極的に
行っており、良き伝統となっている。

●学習面では、自分の考えをまとめ、表現することが苦手な生徒が多い。
間違いを恐れる生徒が多いためか、授業中の発表がやや消極的である。
●家庭での学習習慣に課題がある。自主学習ノートを出すだけで満足せ
ず、目的を持って課題に取り組めるように改善する必要がある。
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◎

A

★ ④


